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あらまし：中学校の情報モラル学習では、問題点を見つけ，その善悪を判断する力を高めることが求めら

れる。そこで、リアルタイム感性評価システム「ERICA」を応用し、グループ・ダイナミクスによって情

報モラルを高める学習方法を提案する．ERICA は、動画を視聴した生徒の心情曲線の平均・標準偏差を

即時に表示することができる。この機能により、集団の “価値感” のばらつきが視覚化され、生徒の話し

合い活動が活性化され、情報モラルについての理解が深まることが予想される．  
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1. はじめに 

中学校学習指導要領第 1 章総則には「各教科等の

指導に当たっては，生徒が情報モラルを身に付け，

コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手

段を適切かつ主体的，積極的に活用できるようにす

るための学習活動を充実する(1)」とあるように，情

報モラル学習の充実が求められている．その背景に

は，インターネットでみられる誹謗中傷やいじめ，

犯罪や違法・有害情報などの問題が存在する。従っ

て、情報社会に積極的に参画する態度を育てること

は今後ますます重要になるであろうことが予想され

る(2)．一方で、小学校，中学校及び高等学校の段階

を通じて，情報モラル等に関する指導が十分でない

との指摘があるとの指摘がある(3)
 。中学校における

情報モラル学習の充実および、その効果的な学習支

援の探究は、従って、極めて重要な研究課題である．  

我々は、情報教育において、特に、グループ・ダ

イナミクスに着目する。これは、集団と個人との相

互依存関係を実証的に研究するものである。我々は，

その手法として、リアルタイム感性評価システム

「ERICA（Emotional Reaction and Review Input-data 

Collector and Analyzer）(4)」を情報モラル学習に応用

する学習方法を提案する． 

 

2. 先行研究 

「ERICA」とは，映像を視聴している視聴者の心情

や印象等の度合いを時間軸に沿って記録することが

できるシステムであり，記録された度合いは時系列

的な折れ線グラフとして表示される．視聴者は，Web

ブラウザ上で展開される映像を視聴しながら，キー

ボード等の入力装置を用いて心情等の度合いを入力

する．画面上に表示される詩の文章の上に被せ

図 1 ERICAの平均・標準偏差グラフ（クラス全体） 

 

る形で，入力された心情曲線とクラス全体の平均，

及び，標準偏差が表示される（図 1）．ERICA を用い

た国語科の授業では，クラス全体の平均，及び，標

準偏差の心情曲線を即時に情報提示することが，自

分の捉えた心情曲線と比較・検討することに繋がり， 

生徒の心情の捉え方や詩の読み方，感情の表現方法

等が深まるという教育効果が期待できることが示さ

れている(5)
 

 

3. 先行実践 

「やってみよう情報モラル教育」(6)及び「情報モ

ラル教育実践ガイダンス」(7)から中学校における 45

の実践をとりあげ，実施学年，教科等，指導事項，

学習形態，教材の 5 つの観点から分類した．（表 1、

表 2、図 2，表 3、表 4）  

 「話し合い」形態の実践のうち，問題点を考える

実践数は 3，善悪の判断について話し合う実践数は

10であったが，その両方を行う実践数は 0であった．

ERICAは、問題点を考えること、及び、善悪の判断

について話し合うことの両方を支援するシステムで
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ある。情報モラル教育では、これらの力を高めるこ

とが重要であり、ERICAを情報モラル学習に応用す

ることの意義がそこにある． 

 

表 1 学年ごとの実践数 

 

表 2 教科等の実践数 

 

 
図 2 指導事項による実践数 

 

表 3 学習形態による実践数 

学習形態 講義・解説 話し合い (擬似)体験学習 

実践数 32 31 15 

 

表 4 教材による実践数 

教材 実践数 

ネット上の教材 26 

ビデオ教材 2 

書籍等 3 

自作教材 2 

その他 3 

 

4. 研究計画 

4.1 研究の仮説 

中学校での情報モラルを高める学習において，

ERICA を活用して生徒の善悪の判断の標準偏差を

視覚化すれば，論議すべき動画の場面が明確になり，

情報モラルを高めることができるであろうと考える。 

4.2 実験手法 

被験者は福岡県の公立中学校に通う 27名の中学 3

年生とする．実験は国語科で行い，教材は阿濱が作

成する動画及び浅羽，斐品，三池が作成する ERICA

の情報モラル学習用コンテンツとする． 

4.3 実験の流れ 

実験は A群と B 群において，以下の手順で行う． 

A群：情報モラルアンケート１→動画を使用した

情報モラルの学習→情報モラルアンケート 2

→感性評価システムを使用した情報モラル

の学習→情報モラルアンケート 3 

B 群：情報モラルアンケート１→感性評価システ

ムを使用した情報モラルの学習→情報モラ

ルアンケート 2→動画を使用した情報モラル

の学習→情報モラルアンケート 3 

4.4 評価方法 

①情報モラルアンケートの比較によって，情報モラ

ルの変化を検証する． 

②生徒の発言を多変量解析等で分析することによっ

て，情報モラルの変化の過程を明らかにする． 

 

5. おわりに 

 ERICAを活用した情報モラル学習は，話し合いの

場面が，生徒の入力結果の標準偏差によって決定さ

れることになり，教師の発問によって話し合いの場

面が決定されていた従来の学習とは，その点で異な

る．ERICAの活用によって得られるグループ・ダイ

ナミクスによって，生徒の情報モラルが高まり，定

着することが期待される． 
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学年 1 年 2 年 3 年 全学年 学年合同 指定なし 

実践数 23 11 6 2 1 2 

教科等 実践数 教科等 実践数 

保健体育 1 特別活動 4 

技術 13 学級活動 1 

美術 1 短学活 1 

道徳 15 活動全般 1 

総合的な学習  8 指定なし 1 

教育システム情報学会　 JSiSE2012     
第37回全国大会　2012/8/22〜8/24

— 431 —




